
様式－４Ｋ①（解体用）

  [記入方法]  該当欄が□の項目は評価該当項目として1を入れることを原則とし、□の項目は該当する場合に1を入れ評価するものとする。
（解体・検査員用）

ｂ c

良好である。 適切である。

２.施工状況 Ⅰ．施工管理 「評価対象項目」 評価 評価

□ □ □

□

□

□

□
上記該当事項があれば
　　　　…ｄ

上記該当事項があれば
　　　　…ｅ

□

□

□

□

□

□

□

□

該当項目の内達成項目が９０％以上・・・・・・・・・・ａ

該当項目の内達成項目が８０％以上～９０％未満・・・・ｂ

評価率 該当項目の内達成項目が６０％以上～８０％未満・・・・ｃ

評　定 該当項目の内達成項目が６０％未満・・・・・・・・・・ｄ

点　数 ※評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。

評価

工事記録の整備が、適切に行われていることが確認できる。

使用する材料、機材の搬入後の管理が適切であることが確認で
きる。

ａ

優れている。

契約約款第１８条に基づく設計図書の照査結果を、適切に処理し
ていることが確認できる。

施工計画書が、設計図書及び現場条件を反映した内容となって
いることが確認できる。

施工計画書に、出来形・品質確保のための記載があり、管理の
ための方法が確認できる。

施工計画書の記載内容と現場施工方法が、一致していることが
確認できる。

工事カルテの登録が適切に行われている。（5百万円以上）

工事の関係書類及び資料の整理がよい。

その他（理由：　　　　　　　　　　　　　　　）

一工程の施工の確認の報告が、適切に行われていることが確認
できる。

建設廃棄物の処分及び建設副産物のﾘｻｲｸﾙへの取組が、適切に
行われていることが確認できる。

社内検査が計画的に行われ、出来形、品質等の管理を工事全般
にわたって十分に行っていることが確認できる。

独自のﾁｪｯｸﾘｽﾄ等の管理基準により、日常的に管理されている
ことが確認できる。

　　　　　　　　　　　　　　　工事成績採点の考査項目別運用表

施工管理に関して、
工事監督員から文書
による改善指示を行
った。

施工管理に関して、
工事監督員からの文
書による改善指示に
従わなかった。

ｄ ｅ

不適切である。やや不適切である。
考査項目 細別 該当



  [記入方法]  該当欄が□の項目は評価該当項目として1を入れることを原則とし、□の項目は該当する場合に1を入れ評価するものとする。
（解体・検査員用）

ａ′ ｂ ｂ′ ｃ

優れている。 特に良好である。 良好である。 適切である。

３.出来形及び Ⅰ．出来形 評価 評価

　 出来ばえ □ □ □

□

□

□
上記該当事項があれば
　　　　…ｄ

上記該当事項があれば
　　　　…ｅ

□

□

□

評価率

評　定

点　数 ※評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。

該当項目の内達成項目が９０％以上・・・・・・・・・ａ

該当項目の内達成項目が６０％以上～７０％未満・・・ｂ′

該当項目の内達成項目が７０％以上～８０％未満・・・ｂ

該当項目の内達成項目が８０％以上～９０％未満・・・ａ′

細別 該当 評価

ａ

特に優れている。

分別解体等の方法等が、設計図書を満足し、適切な施工であることが確認できる。

解体施工等において、管理方法を工夫していることが確認できる。

「評価対象項目」

出来形が不適切であった
ため、工事請負契約約款
第31条に基づ く修補指
示を検査員が行った。

各施工段階及び不可視部分の工事写真、施工記録が適切に整備されていることが確認
できる。

該当項目の内達成項目が５０％未満・・・・・・・・・ｄ

該当項目の内達成項目が５０％以上～６０％未満・・・ｃ

その他（理由：　　　　　　　　　　　）

整地の範囲及び仕様等が設計図書を満足し、適切な施工であることが確認できる。

様式－４Ａ①（解体用）

やや不適切である。

指定仮設の設置範囲及び仕様等が設計図書を満足し、適切な施工であることが確認で
きる。

撤去対象物の範囲等が確認でき、処分が適切であることが確認できる。

工事成績採点の考査項目別運用表

ｅ d

考査項目

不適切である。

出来形の管理に関し
て、工事監督員が文書
で指示を行い改善され
た。



様式－４Ａ②－４（解体用）

  [記入方法]  該当欄が□の項目は評価該当項目として1を入れることを原則とし、□の項目は該当する場合に1を入れ評価するものとする。
（解体・検査員用）

ａ′ ｂ ｂ′ ｃ

優れている。 特に良好である。 良好である。 適切である。

３.出来形及び Ⅱ．品 質 評価 評価

　 出来ばえ □ □ □

□

□

□
上記該当事項があれば
　　　　…ｄ

上記該当事項があれば
　　　　…ｅ

□

□

□

評価率

評　定

点　数 ※評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。

※1. 解体施工等の品質の水準を評価すること。

該当項目の内達成項目が６０％以上～７０％未満・・・ｂ′

該当項目の内達成項目が７０％以上～８０％未満・・・ｂ

各施工段階ごとの施工状況が施工計画書等に基づき、適切であることが確認できる。

特に優れている。

その他（理由：　　　　　　　　　　　）

解体施工等において品質確保のための工夫をしていることが確認できる。

不可視部分が段階確認等で適切に行われていることが確認でき、写真記録等も整備され
ている。

該当項目の内達成項目が９０％以上・・・・・・・・・ａ

該当項目の内達成項目が５０％以上～６０％未満・・・ｃ

該当項目の内達成項目が５０％未満・・・・・・・・・ｄ

該当項目の内達成項目が８０％以上～９０％未満・・・ａ′

工事成績採点の考査項目別運用表

不適切である。

ｅ

整地等における施工の品質が、良好であることが確認できる。

ｄ

考査項目

品質が不適切であったた
め、工事請負契約約款第
31条に基づく修補指示を
検査員が行った。

各施工段階ごとに施工品質確認のための工事写真、施工記録等が整備されていることが
確認できる。

建設廃棄物の処分記録の内容が、適切であることが確認できる。

細別 該当 評価

「評価対象項目」

やや不適切である。

品質の管理に関して、工
事監督員が文書で指示を
行い改善された。

ａ



様式－４Ａ③－４（解体用）

  [記入方法]  該当欄が□の項目は評価該当項目として1を入れることを原則とし、□の項目は該当する場合に1を入れ評価するものとする。
（解体・検査員用）

ｂ ｃ

全体的な完成度が良好である。 全体的な完成度が適切である。

３.出来形及び Ⅲ．出来ばえ 評価

　 出来ばえ □ □ 出来ばえが劣っている。

□

□

□
上記該当事項があれば
　　　　…ｄ

□

□

該当項目の内達成項目が９０％以上・・・・・・・・・・ａ

評価率 該当項目の内達成項目が８０％以上～９０％未満・・・・ｂ

評　定

点　数

その他（理由：　　　　　　　　　　　　　　　）

跡地の利用者の安全に対する配慮に優れている。

周辺の状況を配慮し、調和した仕上がり状況である。

該当項目の内達成項目が８０％未満・・・・・・・・・・ｃ

隣接する住居等への配慮が良い。

関連工事（工種）又は既存部分との調整がなされ、調和が良い仕上がりである。

全体的な完成度が劣っている。

※1. 全体的な上がり状態を評価する。

※評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。

解体後の土地の雨水排水等にきめ細やかな配慮がなされて、解体後の整地の状態が良い。

　　　　　　　　　　　　　　　　工事成績採点の考査項目別運用表

「評価対象項目」

ｄａ

全体的な完成度が優れている。

考査項目 細別 該当 評価


